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O開催場所ー 京都大 学原 子炉実験所事務棟会議室 （ 口頭発表）
同 図 書榛会議 室 （ ポスター発表）
講演申し込み等、詳細については、実験所ホームページをご覧ください。





















(http://www.rri.kyoto-u.ac.j p/ J RS/kobo/kobo/htm) 
・ 公 募に関する 照会先京都大学原子炉実験所総務諜共同利用掛





たな研究 活 動がスター 卜してお ります。 本号企 画の段階で、









































































































































































































































































































































































Sawasde吃－kha.My name is Kamonphorn Kanchana, a research student 
from Thailand, supervised by Professor Unesaki and finan仁ially supported 
by MEXT. You臼n call me Natty, which is my nickname. This may sound 
unfamiliar for Japanese but Thais usually have nicknames. My research 
area is energy policy focusing on energy security strategy for countries in 
South East Asia. En巴『gy policy ... you may wonder what I am doing at 
KURR\. I also asked myself that same question when knowing I am only 
social-scientist surrounded by natural scie門tists. Instead of culture shock, 










However I now realized that what I was so scared of is not that bad. Yet 
the word inte凶IS仁iplinary staはed playing its role when I attend lab's 
weekly seminar. In Professor Unesaki’s lab, we have diversified academic 
backgrounds namely chemistry, international relations, mathematics, 
physics and so on. With Professor's expe代1se and precise guidance, we 
are encouraged to share our opinions from different perspedives. The 
most outstanding significance is that we have a chance to learn, to 
ASK WORLDレポート.2
widen our knowledge and to be able to review our research topics from 








In addition to lab fellows, the 'gakusei heya' atmosphere also allows 
interdisciplinary learning. Those never visited the student room may not 
know what we have been up to here. However, underneath our 
chitchatting, it is knowledge sharing among students from different labs. 
KURRI, in my opinion, is therefore a prefect place whe「e productive 
learning can be made on a daily basis. I feel blessed and thankful to my 
Professor who giving me this incredible opportunity. 
研究室の仲間に加えて、「学生部屋」も学術閣の交流lことても良い雰囲気
を持っています。学生部屋に来たととがない人は、私たちがととで何をしてい
るか知らないかもしれません。しかし、おしゃべりの中で、異なる研究室の学
生と知識を共有することが出来ます。そのため、KURRIは日々生産的な学習を
することが出来る最適な場所だと私は思います。私は恵まれていると思いま
すし、とのすばらしい機会を与えて下さった字根崎教授に感謝しています。
（日本語訳：原田怜さんPS ASKインタピ、ユー）
台湾清華大学・台北栄民総医院と原子炉
実験所とのBNCTに閲する国際研究協力
圃・
粒子線腫痕学研究分野・小野公二教授
2010年3月から台湾の研究者グループとの聞で協定に基づく
BNCTの共同研究と学術交流がスター卜した。台湾国立清蒙大学原
子力科学センタ および台北栄民総医院がんセンターの研究グ
ループから研究協力の協議の申し込みを受けたのは、2007年の日
本放射線腫虜学会（札幌大会）の時であった。台湾では以前から
BNCTの基礎研究が行われており臨床研究を早い時期に開始したい
ので、指導・援助を願いたいとの意向が表明され、協力を進めること
となった。その後、2008年と2009年ι数回lこ亘って私が訪台し、学術
交流を行うと共に京大炉での経験と研究の蓄積に基づいて臨床
BN亡T開始の準備を指導した。2010年3月には台湾の上記2機関と京
大原子炉実験所の閣でBN仁Tの共同研究に関する三者協定も正式
に締結された。これに先立ち、2010年1月から12月までの1年間、台
北栄民総医院がん中心の放射線腫房医を受け入れ、運転の再聞が
なった京大炉で、30件以よの医療照射を経験して頂いた。また、7月に
は清華大学の教員が大学院生を伴って来所、1週間滞在しKURと
BNCT用加速器中性子源を用いて実験を行った。台湾グル プは
2010年8月lζ再発頭頚部癌を対象としたBNCTの臨床研究を開始し
たが、第一例目と第二例自に立ち会い指導と援助を行ってBN仁Tを
成功させた。乙れで台湾はアジアで我が固に次ぐ2番目のBN仁T実施
国となった。
三者間では協定に基づいて年2目、大阪・京都と新竹・台北で交互
6 
lζ学術交流会を開催する計画で、第1回交流会は2011年5月、原子炉
実験所で開催された。今後、乙うした学術交流を研究炉や中性子源
の相互利用へと更に発屡させることができれば、定期点棋などによ
る研究炉の運転休止時にも研究の継続が可能となり、BNCT研究の
更なる加速が期待できる。
2010年3月研究協力協定
に調印（清華大学・局教媛、
原子炉実験所・小野） 台湾でのBNCT第一例・患者さんと関係者
(2911§右犠台北栄民総医院・がんセンター長·ff貫教授）
2010年5月第一回学術交流会（原子炉実験所）
